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2Ga-11　　　昆布出し汁の浸水法に及ぼす超音波照射の影響

　　　　　　　椙山女学園大　　木村友子　○福谷洋子

　　　　　　　女子栄養大　　　菅原龍幸　　佐々木弘子

＜目的＞大量調理用の昆布出し汁の合理的な抽出法を見い出す目的で，従来の浸水法の過

程に超音波照射を取り入れた迅速な昆布出し汁の好通調製条件を探索した.

＜方法＞試料の昆布は利尻昆布3等品を2cni角に切り，出来上り出し汁量に対して3％重量

を使用した．抽出7k?I5, 20及び40℃設定で超音波照射（本多電子（株）賢一113型使用）の

有無別に5, 10, 15及び30分間抽出し，各種の出し汁とした．測定は色（日本電色工業ND-

1001DP）.全エキス分，粗蛋白質（ケルダール法）. 遊離アミノ酸（アミノ酸自動分析計

：日立L8500）, 5-ヌクレオチドの定量(HPLC分析）.マンニトール（HPLC分析）.灰分

（550℃乾式灰化法).無機質分析（Ca. Mg. P, Fe, Cu, Zn, Mn含量:乾式灰化後,ICP発

光分光分析法. Na, K含量は^％塩酸抽出後，炎光光度計で求めた）.官能評価（各出し汁

に0.7％になる様に食塩を添加し70℃に保温して検査した．項目は色，香り，旨味，苦味.

総合評価，パネル17人，女子大学生. 21歳により順位法と2点嗜好試験法）など行った，

＜結果＞①超音波照射導入の浸水法は対照の単なる浸水法より成分量が増加し良質の出し

汁が得られた. ②出し汁の色調は照射したものは照射なしのものに比し明度が低下し色相

の黄味度が高値となった. ③官能検査で高い評価を得た出し汁は抽出温度ではIQ℃設定が

良好とされ，抽出時間では照射15分間と対照の照射なしの30分間であった．前者は後者よ

りも粗蛋白質・遊離アミノ酸（GIu. Asp, Proなど）・食塩量・酸度の値が大きく. 5-ヌク

レオチド(AMP ・ UMPなど）の溶出量や無機質（Ca, Mg. P. Naなど）の含量が若干上回り，

抽出時間が短縮できる点で，超音波照射を取り入れることは有効であると証明された，

2 Ga－12 健康茶ルイボスティの嗜好特性

　　名古屋女大　　○中野淳子　大羽和子

＜目的＞　ルイボスティ(アスパラサス・リネアリス)は、南アフリカ原産の豆科に属す

る針葉樹で、原住民に｢不老長寿の飲み物｣として愛飲されてきた茶である。近年ルイボ

スティの種々の生理作用か明らかになり、日本でも注目を集めつつある。そこで、この茶

の嗜好特性を知ることを目的とし、異なる年齢の男女をパネルとして官能検査を行った。

＜方法＞　試料は、ルイポスティ・ウーロン茶・紅茶・ほうじ茶・どくだみ茶・杜仲茶・
はと麦茶の７種とした。官能検査は、茶汁の水色・香り・味・総合について嫌い(-2)・や

や嫌い(-1)・普通(0)・やや好き(+1)・好き(+2)の５段階評点法と順位法で行い、結果を

統計処理した。男性20～56歳の53名、女性19～55歳の79名をパネルとした。

＜結果＞　健康茶を飲んだことのある人は80％以上と多かったか、ルイボスティを知って

いる人はW％以下と少なかった。ルイポスティ・ウーロン茶・紅茶・ほうじ茶の４種の茶

汁の水色の評点は、茶汁間に顕著な差は見られなかった。香り・味・総合評価では、どの

年齢においても、紅茶＞ほうじ茶＞ウーロン茶＞ルイボスティの順となった。特に若い女

性(19～20歳)で４種の茶汁に対する評点差が大きく、味・総合評価でルイボスティはやや

嫌い(-i以下と低かった。男性は女性に比べ４種の茶汁の香り・味・総合の評点差か小さ

く、ルイボスティの評価は普通(O)であった。順位法でも同様の結果か得られた。健康茶

４種に対する水色の評価は、ルイポスティ＞杜仲茶＞はと麦茶＞どくだみ茶の順であった

か、香り・味・総合評価では、はと麦茶＞ルイボスティ＞杜仲茶＞どくだみ茶の順になっ

た。また、茶汁か暖かくても冷たくても官能検査結果(順位)は変わらなかった。
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